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１．特別支援教育の現状について

インクルーシブ教育の理念
の広がりにより、高等学校
への進学を希望する障が
いのある生徒が増加する
傾向

特別支援教育に関する理解
が進んだことにより、個々
のニーズに合った学びの場
を希望する人が増えた

特別支援学級卒業生の進路状況（徳島県）
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※HP徳島の特別支援教育より
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「知的な遅れはないものの学習面又は行動面で著しい

困難を示す」児童生徒の割合

2012年 2022年

• 通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査（2012年文部科学省）
• 通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査（2022年文部科学省）

２.高等学校における「通級
による指導」について

平成３０年度よりスタート

→障害による学習上又は生活上の困難の
改善・克服を目的とした指導として、特
別支援学校高等部学習指導要領第６章に
示す自立活動の内容を参考とし、具体的
な目標や内容を定め、指導を行う。

・・・自立活動の個別の指導計画を作成
する必要



特別の教育課程

授業時数が増加

通常の教育課程に加えて
通級による指導を行う

※放課後に実施しても
授業時数として数える
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① 教育課程に加える場合

放課後等の授業のない時間帯に実施するため、
対象生徒の授業時数が増加する。

対象生徒の負担や心理的な抵抗感に
配慮する必要がある



全体の授業時数は増加せず、選択教科・科目の中
の一部に替えて履修する

他の生徒が別の科目を受けている時間帯に通
級による指導を受けることになり、対象生徒の
心理的な抵抗感や他の生徒への説明等の配慮
が必要。
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② 教育課程の一部に替える場合

徳島県では、実施している高等学校すべてがこの形態

対象生徒の心理的な抵抗感や、周りの生徒への配慮から、授業名を工夫している



２．県内の高等学校における「通級による指導」について

徳島中央
高等学校
（昼間部）

鳴門渦潮
高等学校

那賀高等
学校

平成３０年度～

徳島中央高等学校（定時制昼間部）

ライフスキルトレーニング

キャリアアップトレーニング

２年次、３年次、４年次で実施。
午前部、午後部どちらにも設置している。
各授業、基本的にマンツーマンで授業を行っている。



令和３年度～

鳴門渦潮高等学校

スタディチャレンジ

ソーシャルスキルトレーニング

総合学科、スポーツ科学科を持つ高等学校。
３年次に設置。
就職や進学など、それぞれの目標達成に向けて、自立活動を行っている。

令和５年度～

那賀高等学校

キャリアブリッジ

フォレストベーシック

林業に関する学科「森林クリエイト科」（農業科）があり、
県内では唯一の、普通科と農業科が併設された高校。
今年度新たに「通級による指導」を開始。３年次に設置している。



みなと高等学園
巡回相談員

高校の実践者及び特別支援
教育コーディネーター等

指導主事

・自立活動教材及び指導法
に関するアドバイス
・就労支援のノウハウ提供

「通級による指導」実践

大阪樟蔭女子大学

田中善大先生

・高校通級のカリキュラム
マネジメント指導
・高校通級の共通理解の
ための研修

・教材及び指導法に
関する相談
・事業、研修等の調整
・報告の取りまとめ

全体に対するアドバイス

高校における「通級による指導」支援体制

支援員配置校などの
他の高等学校へ横展開

１．実態把握 プロフィールチェック表
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【目的】生徒の実態把握
（できることとできないことの見える化）

【記録者】 HR担任

【記録時期・活用方法】

（第１学期末）「通級による指導」を希望
する生徒が、通級による指導を受講する
ことが適切かどうかを、HR担任や「通級に
よる指導検討委員会」が判断する資料と
する。

（第３学期末）次年度に向けて、指導計画（目標・
指導方法・指導内容等）を検討する
資料とする。

（随時）通級による指導担当者が生徒の変容
等の実態を把握し、指導計画を見直す資料

とする。



２ 長期目標・短期目標の設定 話し合いシート
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「プロフィールチェック表」
↓

通級による指導担当者と日常的に
生徒と関わる教員（正副担任・
部活動顧問・教科担任等）で話し
合い、課題を共有
（本人の困り感や支援ニーズを共有）

↓
長期目標の設定

↓
短期目標の設定

↓
通級による指導担当者が生徒と
目標設定について話し合い、

課題を共有

３‐➀ 実践（行動記録とふり返り） 行動チェック表
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【１ヵ月の流れ】

「話し合いシート」による目標設定
生徒と目標を共有

↓

授業実践

↓

短期目標とする行動を観察し，
「行動チェック表」に記録
生徒に結果をフィードバック

↓

HR担任等と振り返り・情報共有
（新しい短期目標の設定）

Ａ

Ｐ

Ｃ

Ｄ

目標が達成できたと判断できたら
「プロフィールチェック表」に返り，

適切な短期目標を検討
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積極性と発言回数

３‐➁ 実践記録（ふり返り）～取組事例から

スモールステップで取り組む

単語から少しずつ発言回数を増やし、ソーシャルスキルの向上に繋げた。

ソーシャルスキルをアップ

目標
他者とのコミュニケー
ション力を向上させる

記録方法
２点：課題に積極的に
取り組み、必要な場面
で回答できた
１点：授業課題への取
組は積極的だが、発言
は少なかった
０点：指示通り課題が
こなせず、発言もな
かった

教材に興味が持てず、
意欲が希薄になった

４ 校内体制づくり 校内での情報共有の方法
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掲示板のスクリーンショットなど

1ヶ月に一度，係が
「Joruri 掲示板」に
記事をアップ

（記事更新情報に表示される）

↑

通級による指導担当者が
入力シートに各自で入力

【先生方の反応】
• 「自立活動」でどんなこと
を行っているかが分かる
ようになった

• 生徒への声かけが増えた
• 担当者とよく話をするよ
うになった



支援ツールを活用した指導助言

・行動チェック表をもとに、

長期目標及び短期目標に
そった指導ができている
かなどの進捗状況を確認
し、成果と課題を見極める
検証作業

01
・課題が改善されない部分
と目標が達成されない状
況を検証して、視点を変え
た支援の手立てを考え、具
体的な方策のアドバイス

02
・クリアできた課題や達成
（消化）できた短期目標は
変更し、生徒本人のスキル
アップを図っていくための
提案

03

21

成果と課題について

〇新しい学びの場として、選択肢が広がる

〇進路希望に応じた、個別的な指導ができる

〇個々の生徒の実態に応じた指導・支援に関する理解が深まる

●高等学校における「通級による指導」の理解浸透

●対象生徒や保護者への周知



３.ともにまなぶ高校生活応援事業

• 県内５校の高等学校に特別支援教育支援員を配置

• 高等学校における「通級による指導」でのノウハウを

展開

• みなと高等学園の特別支援教育巡回相談員からの

アドバイス

事業の趣旨

発達障がい等により、特別な支援を必
要とする生徒の在籍する県立高等学校に、
主として教科指導や実技・実習の支援を
行う特別支援教育支援員（学習支援員）
を配置し、生徒の能力や特性に応じた支
援を行うことにより、支援対象生徒の学
校生活の充実、学校不適応状態の予防改
善及び学校における支援体制の充実を図
る。



特別支援教育支援員とは

移動動作
衣服着脱

動作
食事動作 用便動作

階段昇降

動作

バス添乗 学習支援員
特別支援教
育サポーター

個別指導支
援スタッフ

「平成２６年度特別支援教育支援員調査」説明文（文部科学省調査）より

特別支援教育支援員活用状況
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「ともにまなぶ」高校生活応援事業での
配置校の役割

・発達障がい等により、特
別な支援が必要な生徒に
対して、「個別の指導計画」
を作成して、教職員が共通
理解を図りながら効果的な
支援を行い、校内委員会を
中心として特別支援教育の
推進を図る。

01
・みなと高等学園と
の協力による職業的
自立に向けた校内支
援体制作りに取り組
む。

02
・特別支援教育に関
する校内の取組を、
徳島県発達障がい教
育研究会等において
成果報告をする。

03

「ともにまなぶ」
高校生活応援事業

における
特別支援教育
支援員の役割

・週１０時間

月２０日以内

・校長、教頭、コー
ディネーター、担任と
連携の上行う。

・学校が作成した
「個別の指導計画」
に基づき、教員等
から指示を受けて
教科指導や実技・実
習を中心とした学
習支援等を行う。

・対象生徒の支援に
関する会議等につ
いて参加し、生徒の
状態について担当
教諭等に情報提供

を行う。



・３月・・・各学校より支援員配置申請書提出→配置校決定

・４月・・・支援員配置

・みなと高等学園特別支援教育巡回相談員との連携のもと、個別の指導計画に基づいた支援

・職業的自立に向けた校内支援体制作りを進める

・発達障がい教育研究会で成果発表

ともにまなぶ高校生活応援事業年間スケジュール

令和５年度発達障がい教育研究会の日程

第１回

日時：令和５年１２月１５日（金）
徳島県立二十一世紀館イベントホール
テーマ「高等学校における特別支援教育
～今、求められる支援のあり方～」

…「通級による指導」設置校及び特別支
援教育支援員配置校参加のシンポジウム

第２回

日時：令和６年２月９日（金）
徳島県立総合教育センター

…特別支援教育支援員配置校による
ポスター発表（予定）



成果と課題

〇教員の特別支援教育に対する意識の向上

〇支援の拡大や学習指導の充実

〇みなと高等学園巡回相談員からの適切な助言による支援方法の改善

●単年度配置のため、継続した取組が難しい

●時間数が限られているため、十分な指導ができない

４.合理的配慮について



合理的配慮とは

○合理的配慮は「教育を受
ける権利」を保障するための、
必要かつ適当な変更・調整
を行うことです。

1

○合理的配慮は障がいのあ
る生徒に対し、その状況に応
じて、個別に必要とされるも
のです。

2

○障がいのある生徒やその
保護者から、合理的配慮を
求める申し出があった場合、
その実施に伴う負担が過重
でない限り、合理的配慮を
提供しなければなりません。

3

【障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律 H28年4月1日施行】

合理的配慮提供のプロセス
本人や保護者からの相談

本人や保護者と学校との話し合い

校内委員会や学年会での検討

お互いに合意した配慮の実施

配慮について見直し・改善



合理的配慮の
ポイント

◆ 本人や保護者と充分に話し合い、お互いに無理

のない方法で行う。

◆ 一緒に考える姿勢を共有し、要望をそのまま実

施することが難しい場合でも、 代替手段等を提

案するなど、丁寧な合意形成に努める。

◆ 定期的に評価し、柔軟に見直しを行う。

●インクルDB
(インクルーシブ教育システム
構築支援データベース)

• https://inclusive.nise.go.
jp/

• このサイトでは『「合理的配慮」実
践事例データベース』『相談コー

ナー』『関連情報』の３つのコンテ

ンツがあり、インクルーシブ教育

に関連する様々な情報を掲載し

ています。



５．まとめ

●高等学校における「通級による指導」

●ともにまなぶ「高校生活応援」事業

連絡先：徳島県教育委員会 特別支援教育課

TEL 088-621-3140 Fax 088-621-3056

●徳島県立総合教育センター

特別支援・相談課による教育相談

連絡先：徳島県立総合教育センター 特別支援・相談課

TEL 088-672-5200 Fax 088-672-5229



●特別支援学校の特別支援教育

巡回相談員の活用

連絡先：みなと高等学園、地域の特別支援学校

ご清聴ありがとう
ございました


